
活動報告 

団 体 名 NPO法人チームレスキュー 

活 動 名 平成 30年 7月豪雨で被災された方々のための復興支援活動 

活動期間 2018/08/14～2018/10/28 

活動の成果 

7月〜10月にかけて、倉敷市社会福祉協議会およびピースボートなどの関係機

関と連携し、当団体は遊撃隊として自由に被災現場を周回しながら、より支援が

必要だと見込んだ箇所を優先的し復旧支援活動に当たって来た。一般ボランティ

ア参加者を率いてまたは当団体のみに任された案件をいくつも担当して来た。活

動では常に安全上の配慮を欠かしていないので、活動中に塩タブレットやドリン

クの補給、あるいは 20 分ごとに 10 分間の休憩を挟むなど徹底した時間管理な

どを通して、怪我人・事故による傷病者は一切出すことがなかった。 

岡山県倉敷市真備地区川辺小学校にて、九州ラーメン党との炊き出し支援活動

のコラボレーションを実施し会場設営、撤去、配膳、交通整理等の炊き出し支援

を実施した。それに加えて、継続的な現地での復旧支援活動を通して、倉敷市社

会福祉協議会およびピースボート等関係機関から厚い信頼を頂き、現場でのブロ

ック塀破壊活動についての指揮を任されるに至った。今後とも、被災された全て

の方々および連携各機関からの信頼関係を基礎にして活動に臨んで行きたい。 

寄付者への 

メッセージ 

寄付者の皆様方、この度は「赤い羽根共同募金」を通しての多大なるご支援を

賜り感謝を申し上げると共に、皆様からお寄せいただきました貴重な善意を活動

に反映させていく所存です。 

私たちチームレスキュー 隊は、全国の学生を中心として全国各地での自然災害

に対し、集中的に復旧支援活動を行なっております。平成 30 年 7 月豪雨に関し

ましては、現地社会福祉協議会や NPO 団体等と協力をしながら 7 月上旬から継

続的な活動を実施してきました。現地では今、一般ボランティアの参加者が限り

を見せ、大きな案件ばかりが残っている現状です。損壊したブロック塀を公費で

解体する事は認められず、被災者は自費で取り壊すにも50万〜100万円程の負

担を強いられます。 

私共チームレスキューは全身全霊で、被災された方々に寄り添いながら被災地

復興のために尽くしていく決意であります。今後とも引き続き、チームレスキュ

ーへのご支援賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

（活動のようす） 

 

 


